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日中韓首脳 会談 で は

勝 利 を収 めた 安倍首

相 (ロ イ タ ー )

安
倍
晋
三
首
相

‐―ま
、
昨
年
１０

月
に
亡
く
な

っ
た
元
駐
タ
イ
大

使
の
岡
崎
久
彦
氏
か
ら

「戦
略

的
思
考
と
は
何
か
」
の
薫
陶
を

受
け
て
い
た
と
聞
く
。
岡
崎
氏

は
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容

認
の
重
要
性
を
説
き
続
け
た
張

本
人
で
あ
る
。
戦
略
的
思
考
と

は
「
日
本
が
戦
争
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
に

抑
止
力
を
高
め

る
こ
と
大
岡
崎

氏
）
に
あ
る
。

安

倍

政

権

は
、
日
米
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
再
改

定
に
続
き
、
安
全
保
障
関
連
法

を
成
立
さ
せ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（環
太

平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）

の
大
筋
合
意
に
こ
ぎ
着
け
た
。

こ
れ
で
日
本
は
圧
倒
的
な
米
国

の
後
ろ
盾
を
確
実
に
し
た
¨

そ
れ
を
裏
付
け
る
出
来
事

が
、
今
月
■
（
２
日
、
韓
国

・

ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
た
日
中
韓

し
て
い
る
中
国
へ
の
牽
制
―
と

い
う
見
方
も
あ
る
が
（
安
倍
首

相
の
交
渉
を
有
利
に
さ
せ
る
、

無
言
の
に
ら
み
で
も
あ

っ
た
。

ま
さ
に
、

「軍
事
力
は
外
交

の
延
長
で
あ
る
」

（ク
ラ
ウ
ゼ

ヴ
ィ
ッ
ツ
）
だ
。

し
か
も
、
日
韓
首
脳
会
談
が

行
わ
れ
た
２
日
に
は
、
カ
ー
タ

寄
る
）
韓
国
を
引
き
戻
し
、

日

米
韓
同
盟
を
強
化
す
る
こ
と
に

あ
る
。
日
米
に
と
っ
て
朝
鮮
半

島
の
戦
略
的
価
値
は
非
常
に
高

い
。
米
国
は
戦
後
、
共
産
主
義

か
ら
日
本
を
守
る
た
め
に
朝
鮮

半
島
に
韓
国
を
つ
く
り
、
朝
鮮

戦
争
を
中
国
と
戦

っ
た
。

韓
国
は
、
日
米
に
と

っ
て
共
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首
脳
会
談
と
日
中
首
脳
会
談
、
　

―
米
国
防
長
官
が
ソ
ウ
ル
入
り
　
産
主
義
勢
力
か
ら
の
バ
ッ
フ
ァ

日
韓
首
脳
会
談
に
合
わ
せ
て
出
　
し
た
。
オ
バ
マ
米
大
統
領
は
「対
　
ゾ
ー
ン

（砦
）
で
あ

っ
た
し
、

現
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
抑
止
を
確
実
に
す
る
に
は
、　
現
在
も
戦
略
上
重
要
な
地
位
を

、
米
軍
は
こ
の
前
後
、
東
ア
ジ
　
日
韓
関
係
の
改
善
は
不
可
欠
」

占
め
る
。

ア
に
、
原
子
力
空
母

「
ロ
ナ
ル
　
と
考
え
、
日
韓
両
首
脳
を
今
年
、　
　
日
韓
首
脳
会
談
は
３
年
半
ぶ

ド

・
レ
ー
ガ
ン
」
と
、
「
セ
オ
ド
　
ワ
シ
ン
ト
ン
に
招
待
し
、
双
方
　
り
に
開
か
れ
た
。

ア

一
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
」
を
同
時
　
に
働
き
か
け
て
い
た
。
　
　
　
　
　
安
倍
首
相
は

「
い
つ
で
も
会

展
開
さ
せ
た
。
南
シ
ナ
海
で
岩
　
　
日
米
の
戦
略
は
、
中
国
に
バ
　
談
に
応
じ
る
」

礁
を
埋
め
立
て
て
軍
事
基
地
化
　
ン
ボ
ワ
ゴ

ニ
ン
グ
す
る

（す
り
　
と
話
し
て
き
た

が
、
朴
種
恵

（パ
ク

・
ク
ネ
）

大
統
領
は

「慰
安
婦
問
題
の
解

決
」
を
盾
に
拒
ん
で
き
た
。
そ

の
朴
氏
が
会
談
を
求
め
た
の
は

な
ぜ
か
卜
。

ま
ず
、
先
に
述
べ
た
米
国
の

圧
力
で
あ
る
。
オ
バ
マ
氏
は
１０

月
の
米
韓
首
脳
会
談
で
、
朴
氏

に
日
本
と
の
関
係
修
復
を
強
く

求
め
た
。

そ
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
大
筋
合

意
に
焦

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
参

加
１２
カ
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（国
内
総

生
産
）
の
合
計
は
世
界
全
体
の

４０
％
に
及
ぶ
。
参
加
し
て
い
な

い
韓
国
の
ダ
メ
ー
ジ
は
甚
大

だ
。
経
済
的
危
機
に
あ
る
韓
国

は
、
今
年
終
了
し
た
ば
か
り
の

「日
韓
通
貨
ス
ワ
ツ
プ
協
定
」

の
再
開
も
期
待
し
た
。

結
局
、
両
首
脳
は

「慰
安
婦

問
題
に
関
す
る
交
渉
の
加
速

化
」
で
は

一
致
し
た
が
、
安
倍

首
相
は
譲
歩
し
な
か
っ
た
。
安

倍
首
相
は
朴
氏
に
、
米
軍
が
南

シ
ナ
海
で
発
動
し
た

「
航
行
の

自
由
作
戦
」
ゃを

支
持
す
る
よ
う

求
め
た
が
、
中
国
の
顔
色
を
う

か
が
う
朴
氏
の
歯
切
れ
は
悪
か

っ
た
。

こ
れ
は
、
日
本
の
戦
略
的
勝

利
で
あ
る
。

日
中
韓
首
脳
会
談
は
次
回
、

日
本
で
開
か
れ
る
。
安
倍
首
相

は
来
年
５
月
を
軸
に
検
討
し
て

い
る
。
５
月
末
に
開
催
す
る
伊

勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト

（主
要
国
首

脳
会
議
）
に
リ
ン
ク
さ
せ
る
狙

い
だ
。　
　
　
　
　
　
　
一

各
国
の
思
惑
が
交
錯
す
る
な

か
、
安
倍
首
相
は

「戦
略
的
思

考
」
を
ど
う
展
開
し
て
い
く
の

か
。
安
倍
政
権
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

は
続
く
。
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